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研究成果の概要（和文）：　本研究は若年性認知症の原因となるHIV感染症、気分障害、物質使用を比較し特徴
を明らかにすることを目的とした多施設共同研究である。HIV感染者(n=136,年齢40.4±10.8)では23％に認知機
能の低下を認め、WMが他の群指数に比して有意に低下していた。下位検査では算数、完成、符号などで低下が認
められた。一方、物質依存患者(n=20, 年齢 40.8±8.2)では各群指数とも著明に低下しており、特に下位検査で
配列、符号、記号がHIV感染者より有意に低下していた。気分障害患者（n＝44,年齢40.8±15）では二者の中間
であり、下位検査ではHIV感染者より符号にて有意に低下していた。

研究成果の概要（英文）：In this multicenter study we compared the characters of diseases which 
causes juvenile cognitive disorder such as HIV infection, mood disorders, and substance addiction.　
23% of HIV-infected patients (n=136, age 40.4+/-10.8) revealed the decrease of the cognitive 
function, and the reduction in each index score except “WM” was not obvious. The sub tests of “
arithmetic”, “picture completion”, and  “digit symbol” were decreased, but not significant.　 
As compared with it patients with substance addiction (n=20, age 40.8+/-8.2) showed remarkable 
decrease of the each index score, and in particularly “picture arrangement”,  “digit symbol” and
 “symbol search” of the sub tests significantly decreased.  Patients with mood disorders (n = 44, 
age 40.8+/-15)  were the intermediate degree between the two patients groups but a significant 
decrease was found in “digit symbol” by the sub test.

研究分野：内科、感染症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国は高齢化に伴い老年性認知症の問題が大きくなってきているが、老年性認知症と鑑別が必要な若年性の認
知障害についてはそれぞれの疾患における特徴の解析も不十分なこともあり、対応が遅れている。本研究では多
施設共同にて昨今若年性の認知症を引き起こすことで問題となっているHIV感染症およびうつなどの気分障害、
物質依存症におけるそれぞれの認知機能低下の特徴を解析した。その結果それぞれに認知機能低下の特徴がある
ことが判明し、今後若年者の認知機能障害に置いて原因疾患の鑑別診断を行う上で有用となるだけでなく、それ
ぞれの対応策を講じる上で極めて有用な知見と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）では、若年性認知症施策の強化が謳われているが、
罹患患者の 54％に認知機能障害が報告された HIV 感染症は触れられていない。 
さらに、HIV感染症に関連した認知機能障害は除外診断であるため精神疾患との鑑別が不可欠であ
る。本研究では、本邦のHIV感染症患者における若年性認知症の実態を気分障害、物質使用歴との相
違を含めて明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 
若年性認知症の要因の一つであるHIV感染症患者の、認知機能低下と関連する要因および特徴を
明らかにし、他の若年性認知症とHIV感染症患者の認知症の鑑別診断および治療・支援に結びつける
ことである。 
 
２．研究の方法 

 
 HIV 感染症患者および気分障害患者、精神作用物質使用患者において日本語版ウェクスラー成
人知能検査（WAIS-Ⅲ）を用いた認知機能検査を施行、同時に患者情報、診療情報を収集した。
WAIS-Ⅲの結果について粗点を基に評価を行い、評価点ならびにﾃﾞｨｽｸﾚﾊﾟﾝｼｰを算出する。知能指
数（IQ）、群指数、下位検査評価点、ﾃﾞｨｽｸﾚﾊﾟﾝｼｰ、および患者情報、診療情報をもとに疾患ごと
の特徴、認知機能低下の増悪因子の解析を行い、診断的特徴や関連する因子を検討した。 
 
４．研究成果 
 
本研究は若年性認知症の原因となる HIV 感染、気分障害、物質使用を比較し特徴を明らかにするこ
とを目的とした多施設共同研究である。HIV 感染者(n=136,年齢 40.4±10.8)では 23％に認知機能の低
下を認め、WM が他の群指数に比して有意に低下していた。下位検査では算数、完成、符号などで低
下が認められたが有意ではなかった。一方、物質依存患者(n=20, 年齢 40.8±8.2)では各群指数とも
著明に低下しており、特に下位検査で配列、符号、記号が HIV 感染者より有意に低下していた。気分
障害患者（n＝44,年齢 40.8±15）は二者の中間であり、HIV 感染者より下位検査で符号にて有意に低
下していた。（図 1、図 2） 
我が国は高齢化に伴い老年性認知症の問題が大きくなってきているが、老年性認知症と鑑別が必
要な若年性の認知障害についてはそれぞれの疾患における特徴の解析も不十分なこともあり、対応が
遅れている。本研究では多施設共同にて昨今若年性の認知症を引き起こすことで問題となっている
HIV 感染症およびうつなどの気分障害、物質依存症におけるそれぞれの認知機能低下の特徴を解析
した。その結果それぞれに認知機能低下の特徴があることが判明し、今後若年者の認知機能障害に置
いて原因疾患の鑑別診断を行う上で有用となるだけでなく、それぞれの対応策を講じる上で極めて有
用な知見と言える。 
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